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１．研究の背景と目的

近年都市計画の場における景観シミュレーションや地元住民を含む関係者
へのプレゼンに、Virtual Realityが用いられる機会が増えている。それに伴
い関係者からのニーズも高度化・多様化してきており、これらに即座に対応
できるような新しいVRシステムの構築が望まれている。また、都市生活に
おいて必要不可決な緑地の評価を行うことにより、新システムの有用性を
証明する。　　

２．研究方法

（１）Virtual GISの中に以下のデータを取り入れることにより、大分市中心
部の仮想空間を創り、今後のシミュレーションの基盤とする。

・50ｍメッシュの標高データ　　　　　　・ＡＳＴＥＲデータ（緑地評価のため）

・３次元化した建築物　　　　　　　　 ・道路データ

（２）主要幹線道路の交差点ごとの画像を取り出し、緑地のピクセル数をカ
ウントすることで緑地評価を行う。



３．GISデータの取り込み

元々、ｓｗｄ形式であるファイルをSHP→ａｒｃｉｎｆｏという順序で変換していき最
終的にIMG形式にする。この際本来持っている地理情報はそのままにして
おく。

４．ASTERデータの取り込み

後で行う緑地環境評価のため、土地被覆分類を行う



５．建築物の立ち上げ

SISの地図データを使用する。これは、建物の高さをもっていないため現地調査
に基づき高さを入力する。この際にはファイルをSHP形式に変換し、Arc Mapの
属性ファイルで行う。



６．道路の取り込み

SISでは道路はラインデータであるため、これを基に道路のポリゴンデータを
作る。今回はArc CatalogとArc Mapの編集機能を用いる。

道路は３次元化したとき地形デー
タに沿って表示されるべきである
ため、ファイル形式をIMG形式に
変換する。



７．緑地環境評価

完成したVRシステムの中から対象画像を取り出し、各画像について緑視量
の測定を行う。なお、測定にはPhotoshopを使用する。

Ａ：色域指定でグリーン系とその近似色を選択しカウントする、その後選択範
囲内に明らかに緑地以外の場所がある場合は、その数だけマイナスする

Ｂ：Ａと同様にグリーン系とその近似色を選択、その後ヒストグラフのチャンネ
ルをグリーンに合わせ、レベル40～255までの合計ピクセルをカウントする

測定Ａ：５３５　　　　緑視率．０．２３２４（%）

測定Ｂ：５１５　　　　緑視率．０．２２３７（%）

平均ピクセル数：５２５

測定：５７８　　　　緑視率．０．２５３２（%）

測定：５５５　　　　緑視率．０．２４３１（%）

平均ピクセル数：５６６．５

10号線と197号線の交差点 大分銀行本店前交差点



７．研究の総括

本研究は、Virtual GISを用いた新しいVRシステムはGISとVRという異なった
機能の相互利用を可能にした点、ファイル形式の異なったデータ同士をズレ
なくVR上で展開できた点、そしてプレゼンテーションなどの場において多様な
ニーズに即座に対応できるシステムを作成した点については成果が得られた
と確信している。

８．今後の課題

（１）現在は建物がすべて箱型になっている。これは３次元化する際に高さを与え
て立ち上げただけであるため、従来のVRと比べると形・外観ともqualityが落ちる。
課題点はMAXやVIZで作成した建物をその情報やRealityを失わないように、
Virtual GISに取り入れる方法の検討が必要である。

（２）現在作成した範囲は、今の大分市中心部であるが都市計画シミュレーション
のためのVRであるならば、今後予想される計画についてのデータを作成し実際
に不特定多数の人に対して評価実験を行うこともたいへん興味深いことである．




